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19

〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
一
九
〕

破
産
宣
告
前
の
交
通
事
故
に
よ
り
発
生
し
破
産
宣
告
後
履
行
期
の
到
来
す
る
障
害
保
険
金
債
権
お
よ
び
所
得
保
障

保
険
金
債
権
と
破
産
財
団
へ
の
帰
属

大
阪
高
裁
平
成
二
年
一
一
月
七
日
判
決
（
平
成
元
（
ネ
）

一
頁
）

一
六
八
五
号
保
険
金
請
求
控
訴
事
件
、
金
融
法
務
事
情
一
二
七
七
号
三

140

　
〔
事
　
実
〕

　
昭
和
六
一
年
九
月
四
日
X
は
、
車
両
運
転
の
単
独
事
故
（
自
損
事
故
）

に
よ
り
受
傷
し
、
入
通
院
治
療
を
受
け
た
が
、
併
合
一
〇
級
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
X
は
、
昭
和
六
二
年
二
月
一
二
日
に
京
都
地
方
裁
判
所
に

お
い
て
破
産
宣
告
を
受
け
、
A
が
破
産
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た
。
A
は
、

X
が
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
た
保
険
会
社
四
社
（
L
～
L
）
を
相
手
取

り
、
X
の
受
傷
に
基
づ
く
入
通
院
保
険
金
、
後
遺
障
害
保
険
金
、
所
得
保

障
保
険
金
の
支
払
を
求
め
る
訴
え
を
京
都
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
。

　
そ
の
後
X
は
、
脇
な
い
し
L
を
相
手
取
り
、
自
損
事
故
に
基
づ
く
昭
和

六
二
年
二
月
一
二
日
以
後
の
入
通
院
保
険
金
、
後
遺
障
害
保
険
金
、
所
得

保
障
保
険
金
を
自
由
財
産
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
支
払
を
求
め
京
都
地
方

裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
第
一
審
た
る
京
都
地
方
裁
判
所
は
、
X
は
右
訴
訟
の
訴

訟
物
に
つ
い
て
は
当
事
者
適
格
を
有
し
な
い
と
し
て
．
す
べ
て
の
訴
え
を

却
下
し
た
よ
う
で
あ
る
（
京
都
地
裁
平
元
・
四
・
三
平
成
元
年
（
ワ
）
第
四
四
二

号
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）
。
こ
れ
に
対
し
て
X
が
控
訴
し

た
の
が
本
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
は
、
磧
第
一
、
第
二
契
約
、

L
契
約
中
後
遺
障
害
担
保
特
約
条
項
、
脇
契
約
に
つ
き
、
「
被
保
険
者
が

急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
に
被
っ
た
こ
と
を
保
険
事

故
と
し
、
そ
の
結
果
生
ず
る
入
院
、
通
院
、
後
遺
障
害
等
は
単
な
る
支
払

条
件
に
と
ど
ま
る
」
と
し
た
上
で
、
「
右
各
保
険
契
約
に
基
づ
く
被
保
険

者
の
保
険
金
請
求
権
は
、
右
保
険
事
故
の
発
生
と
同
時
に
、
約
款
所
定
の

支
払
条
件
の
生
起
を
停
止
条
件
と
す
る
債
権
が
発
生
し
、
右
条
件
成
就
後

約
款
所
定
の
履
行
期
の
到
来
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
る
』
も
の
と
解
し
、
ま
た
脇
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
基
づ
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く
『
高
度
障
害
保
険
金
請
求
権
は
、
障
害
又
は
疾
病
に
よ
っ
て
保
険
期
間

内
に
所
定
の
高
度
障
害
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
保
険
事
故
の
発
生
と
同
時

に
発
生
し
、
そ
の
後
約
款
所
定
の
履
行
期
の
到
来
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
に
な
る
」
と
解
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
判

示
し
た
。

　
〔
判
　
旨
〕

　
「
ま
ず
傷
害
保
険
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
仏
第
一
、
第
二
契
約
、
」
契

約
中
後
遺
傷
害
特
約
、
L
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
請
求
権
は
、
X
の
主
張

に
ょ
れ
ば
、
そ
の
保
険
事
故
で
あ
る
、
「
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に

よ
る
身
体
傷
害
」
が
本
件
破
産
宣
告
前
既
に
発
生
し
、
右
時
点
に
お
い
て

停
止
条
件
付
債
権
と
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
少
な
く
と

も
破
産
法
六
条
二
項
に
い
う
破
産
宣
告
前
に
生
じ
た
原
因
に
基
づ
き
将
来

行
う
こ
と
あ
る
ぺ
き
請
求
権
に
当
た
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
L
契
約
中
所
得
保
障
保
険
約
款
に
基
づ
く
保
険
金
請
求
権
は
、

X
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
そ
の
保
険
事
故
で
あ
る
、
「
被
保
険
者
の
傷
害
の

た
め
に
発
生
し
た
就
業
不
能
」
が
本
件
事
故
日
で
あ
る
昭
和
六
一
年
九
月

四
日
．
X
が
入
院
治
療
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
右
時
点
に
お
い
て
債
権
と
し
て
発
生
し
、
そ
の
後
約
定
の
免
責
期
間

を
経
て
就
業
不
能
状
態
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
具
体
的
な
数
額
が
確
定

し
、
そ
の
履
行
期
が
破
産
宣
告
後
に
到
来
す
る
こ
と
が
あ
る
に
と
ど
ま
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
保
険
金
請
求
権
も
又
少
な
く
と
も
破
産
法

六
条
二
項
に
該
当
す
る
債
権
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
．

　
こ
れ
に
対
し
、
〈
略
〉
脇
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
請
求
権
は
、
傷
害
に
よ

り
所
定
の
高
度
障
害
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
保
険
事
故
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
X
の
主
張
に
よ
る
と
、
X
は
、
破
産
宣
告
を
受
け
た
昭
和
六

二
年
二
月
一
二
日
か
ら
一
週
間
後
に
入
院
先
を
退
院
し
．
そ
の
月
の
二
四

日
か
ら
翌
六
三
年
八
月
一
〇
日
ま
で
の
間
に
一
〇
日
通
院
治
療
を
受
け
て
、

併
合
叫
○
級
の
後
遺
障
害
を
遺
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
右
請
求
権

が
自
由
財
産
に
属
す
る
旨
の
X
の
主
張
を
前
提
と
す
る
限
り
、
X
が
右
訴

え
に
つ
き
当
事
者
適
格
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
本
件

自
損
事
故
の
傷
害
に
よ
り
所
定
の
高
度
傷
害
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

は
X
の
右
主
張
自
体
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
〈
略
〉

　
そ
う
す
る
と
、
X
の
主
張
自
体
に
よ
っ
て
も
、
L
契
約
以
外
の
本
件
各

保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
請
求
権
は
総
て
破
産
財
団
に
帰
属
す
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
X
は
．
被
控
訴
人
磧
L
L
に
対
す
る
本
件
訴
え
の
当
事
者

適
格
を
有
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
被
控
訴
人
L
に
対
す
る

本
件
請
求
は
失
当
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
．

　
よ
っ
て
、
X
の
被
控
訴
人
脇
L
磧
に
対
す
る
本
件
訴
え
は
い
ず
れ
も
不

適
法
で
あ
る
か
ら
、
却
下
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
被
控
訴
人
L
に
対
す

る
本
訴
請
求
は
失
当
で
あ
る
か
ら
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
マ
マ

原
判
決
中
右
控
訴
人
L
に
対
す
る
請
求
に
関
す
る
訴
え
を
不
適
法
と
し
て

却
下
し
た
部
分
は
失
当
で
あ
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
取
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
民
訴
法
三
八
八
条
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
場
合
、
控
訴
裁
判
所
は
事
件

を
第
一
審
裁
判
所
に
差
戻
す
こ
と
を
要
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
右
規
定
の
趣
旨
は
審
級
の
利
益
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
本

件
の
ご
と
く
、
本
案
に
つ
い
て
そ
の
理
由
の
な
い
こ
と
が
X
の
主
張
自
体
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か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
事
実
の
認
定
そ
の
も
の
に
つ
い
て
審
級
の
利
益
を

保
障
す
べ
き
実
質
的
理
由
の
な
い
場
合
に
は
、
敢
え
て
第
一
審
に
差
戻
す

必
要
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
判
決
を
取
消
し
て

請
求
棄
却
の
判
決
を
す
る
こ
と
は
、
原
判
決
よ
り
も
控
訴
人
に
不
利
益
と

な
り
、
民
訴
法
三
八
五
条
に
よ
り
、
原
判
決
を
控
訴
人
の
不
利
益
に
変
更

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、
当
裁
判
所
は
原
判
決
の
結
論
を
維
持
す

る
ほ
か
な
い
。

　
そ
う
す
る
と
、
〈
略
〉
原
判
決
は
相
当
で
あ
る
か
ら
X
の
被
控
訴
人
ら
に

対
す
る
本
件
各
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
」

　
〔
評
　
釈
〕

一
　
本
件
判
決
が
X
の
請
求
を
排
斥
し
た
結
論
に
は
賛
成
す
る
が
、
控
訴

棄
却
の
判
決
を
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
判
旨
の
論
理
構
成
上
若
干
の
疑
問

が
あ
る
。
な
お
本
判
決
は
、
入
通
院
、
後
遺
障
害
保
険
金
請
求
権
は
、
保

険
事
故
で
あ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
発
生
し
、
入
通
院
、
後
遺
障
害
は
単

な
る
支
払
条
件
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
し
、
ま
た
、
所
得
保
障
保
険
金
請

求
権
は
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
入
院
治
療
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
、

そ
の
後
就
業
不
能
状
態
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
具
体
的
な
数
額
が
確
定

し
、
そ
の
履
行
期
が
破
産
宣
告
後
に
到
来
す
る
こ
と
が
あ
る
に
と
ど
ま
る

と
し
て
、
い
ず
れ
の
保
険
金
請
求
権
も
破
産
法
六
条
二
項
に
該
当
す
る
債

権
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
請
求
権
を
主
張
す
る
原
告
の
当
事
者
適
格
を
否

定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
従
来
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
保
険
金
請
求
権
の
破
産
財
団
帰
属
性
と
い
う
問
題
に
つ
き
判
示
し
た
本

判
決
は
、
下
級
審
と
は
い
え
、
先
駆
的
意
義
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

二
　
と
こ
ろ
で
．
保
険
金
請
求
権
が
破
産
法
六
条
に
い
う
破
産
財
団
に
所

属
す
る
債
権
で
あ
る
か
否
か
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
保
険
金
請

求
権
が
い
つ
発
生
し
．
い
つ
履
行
期
が
到
来
す
る
か
を
確
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
間
題
は
、
従
来
、
と
く
に
任
意
の
自
動
車
賠
償
責
任
保
険
の

保
険
金
請
求
権
に
関
し
、
被
害
者
に
よ
る
債
権
老
代
位
（
民
法
四
一
…
条
）

の
方
法
に
よ
る
保
険
金
請
求
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
じ
て
ぎ
た
。
す
な
わ

ち
、
自
賠
責
保
険
で
は
被
害
者
の
保
険
会
社
に
対
す
る
直
接
請
求
が
認
め

ら
れ
て
い
る
（
自
賠
法
一
六
条
）
の
に
対
し
、
任
意
保
険
に
あ
っ
て
は
昭
和

五
一
年
一
月
の
約
款
改
訂
に
よ
り
被
害
者
の
直
接
請
求
が
認
め
ら
れ
る
ま

で
は
、
そ
の
代
替
的
手
段
と
し
て
、
被
害
者
に
よ
る
加
害
者
の
保
険
請
求

権
の
代
位
行
使
の
方
法
が
多
く
の
場
合
に
と
ら
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う

な
代
位
請
求
が
可
能
か
、
ま
た
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
か
な
る
要
件
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
請
求
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
こ
れ
に

関
し
て
見
解
は
、
大
略
次
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
事

故
が
生
じ
第
三
者
で
あ
る
被
害
者
か
ら
加
害
者
に
対
す
る
賠
償
請
求
が
な

さ
れ
て
、
和
解
あ
る
い
は
確
定
判
決
に
よ
り
賠
償
責
任
の
有
無
お
よ
び
そ

の
額
が
確
定
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
保
険
金
請
求
権
が
発
生
す
る
と
い

　
（
2
）

う
見
解
（
賠
償
額
確
定
時
説
）
、
②
保
険
金
請
求
権
は
自
動
車
事
故
の
発

生
と
同
時
に
発
生
す
る
が
、
保
険
金
請
求
権
行
使
に
つ
い
て
は
賠
償
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
㌧

額
の
確
定
を
必
要
と
す
る
（
前
提
要
件
と
す
る
）
と
い
う
見
解
（
事
故
発

生
時
説
）
、
③
保
険
金
請
求
権
は
契
約
締
結
時
よ
り
条
件
付
き
で
成
立
し

て
い
る
が
、
保
険
事
故
時
（
被
害
者
の
加
害
者
に
対
す
る
裁
判
上
・
裁
判

外
の
請
求
が
行
わ
れ
た
と
き
）
に
加
害
者
の
保
険
者
に
対
す
る
免
脱
給
付
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請
求
権
が
具
体
化
し
、
賠
償
責
任
額
が
確
定
し
た
と
き
に
保
険
金
請
求
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
具
体
化
す
る
と
い
う
見
解
（
免
脱
給
付
請
求
権
説
）
、
④
保
険
金
請
求

権
は
保
険
契
約
成
立
の
時
に
停
止
条
件
付
債
権
と
し
て
発
生
す
る
が
、
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

償
責
任
額
の
確
定
す
る
履
行
期
到
来
ま
で
行
使
で
ぎ
な
い
と
い
う
見
解

（
停
止
条
件
説
）
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
保
険
契
約
が
有
償
契
約
で
あ
る
と
い
う
と
き
，
保
険
制
度

に
対
す
る
社
会
通
念
に
も
っ
と
も
忠
実
な
解
釈
と
し
て
、
保
険
料
の
支
払

と
対
価
的
な
関
係
に
立
つ
保
険
者
の
出
損
は
、
万
が
哨
事
故
が
発
生
す
れ

ば
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
期
待
的
利
益
、
す
な
わ
ち
「
危
険
負
担
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
給
付
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、

賠
償
責
任
の
有
無
お
よ
び
そ
の
額
が
確
定
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
保
険
金

請
求
権
が
発
生
す
る
と
説
く
上
記
①
説
は
、
危
険
負
担
と
は
別
に
新
た
な

保
険
金
支
払
債
務
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
保
険
契
約
の

有
償
性
の
観
点
か
ら
は
説
明
が
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
③
説
に
よ
れ
ば
、

保
険
料
支
払
義
務
と
対
価
関
係
を
な
す
保
険
者
の
危
険
負
担
と
な
ら
ん
で

い
わ
ゆ
る
免
脱
義
務
な
る
も
の
を
認
め
る
が
、
そ
れ
と
対
価
関
係
を
な
す

べ
き
被
保
険
者
の
義
務
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
点
、
④
説

は
、
保
険
契
約
の
も
つ
有
償
性
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
賠

償
額
が
確
定
さ
れ
て
も
、
加
害
者
が
免
責
さ
れ
保
険
金
請
求
権
自
体
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
．
確
定
と
同
時
に
履
行
期
が
到
来

す
る
と
解
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
②

説
は
、
保
険
契
約
の
も
つ
有
償
性
に
反
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
保
険
事
故

の
発
生
と
共
に
保
険
金
支
払
請
求
権
が
発
生
す
る
と
解
す
る
点
で
、
保
険

契
約
関
係
に
対
す
る
一
般
人
の
理
解
と
も
調
和
す
る
。
さ
ら
に
、
賠
償
額

の
確
定
を
請
求
権
発
生
の
要
件
で
も
履
行
期
の
到
来
で
も
な
い
と
解
す
る

こ
と
に
よ
り
、
①
④
説
の
難
点
も
回
避
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
②

説
が
妥
当
で
あ
る
。

　
た
だ
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
般
の
損
害
保
険
で
あ
り
、

一
定
の
保
険
事
故
に
対
し
て
は
一
定
の
給
付
金
が
決
ま
っ
て
い
る
の
が
普

通
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
賠
償
責
任
保
険
の
よ
う
に
被
保
権
者
の
被
害
者

に
対
す
る
具
体
的
な
賠
償
額
を
確
定
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
具
体

的
に
は
，
全
体
の
保
険
金
請
求
権
の
額
は
、
入
院
日
数
、
就
業
不
能
目
数
、

一
定
期
間
内
の
後
遺
障
害
の
発
生
等
が
確
定
さ
れ
た
場
合
に
、
初
め
て
確

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
自
動

車
事
故
の
発
生
に
よ
り
保
険
金
請
求
権
は
発
生
す
る
が
、
そ
の
行
使
の
た

め
に
は
具
体
的
填
補
額
の
確
定
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な

ら
ぽ
、
本
判
決
が
、
「
約
款
の
支
払
条
件
の
生
起
を
停
止
条
件
と
す
る
」

と
し
て
い
る
点
は
言
辞
と
し
て
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
脇
第
一
、

第
二
契
約
、
L
後
遺
障
害
特
約
、
脇
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
請
求
権
は
、

本
件
破
産
前
に
保
険
事
故
た
る
「
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
る

身
体
傷
害
」
な
い
し
「
被
保
険
者
の
傷
害
の
た
め
に
発
生
し
た
就
業
不

能
」
の
発
生
と
同
時
に
債
権
が
発
生
し
、
右
条
件
成
就
後
約
款
所
定
の
履

行
期
の
到
来
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
使
で
き
る
と
判
断
し
た
点
に
は
賛
成
で

き
る
。
よ
っ
て
、
本
件
で
は
、
保
険
金
請
求
権
の
具
体
的
な
数
額
の
確
定

は
破
産
宣
告
後
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
判
決
が
、
こ
の
請
求
権
を
破
産

法
六
条
二
項
に
該
当
す
る
債
権
に
な
る
と
し
た
の
は
妥
当
で
あ
る
。
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三
　
と
こ
ろ
で
本
件
判
決
は
、
L
契
約
に
基
づ
く
高
度
障
害
を
保
険
事
故

と
す
る
保
険
金
請
求
権
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
X
の
当
事
者
適
格
を
認
め

つ
つ
も
、
主
張
自
体
失
当
と
い
う
理
由
で
請
求
棄
却
の
判
決
を
下
し
て
い

る
。
し
か
し
、
高
度
障
害
状
態
と
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
原
因
と

な
っ
た
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
傷
害
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
は
．
高
度
障
害
状
態
の
発
生
は
後
遺
傷
害
の
発
生
と
同
一
に
把
握
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
判
旨
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
L
契
約

の
後
遺
障
害
特
約
と
、
L
契
約
の
高
度
障
害
保
険
金
支
払
条
項
と
の
間
に
、

扱
い
を
ま
っ
た
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
決
定
的
な
内
容
的
差

異
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
む
し
ろ
右
保
険
契
約
の
内

容
も
．
給
付
責
任
開
始
の
日
以
後
に
被
保
険
者
に
発
生
し
た
傷
害
を
保
険

事
故
と
し
、
高
度
障
害
状
態
の
発
生
は
単
な
る
支
払
条
件
に
と
ど
ま
る
と

解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
保
険

金
請
求
権
は
、
被
保
険
者
に
発
生
し
た
障
害
の
発
生
に
よ
っ
て
生
じ
、
約

款
所
定
の
保
険
金
請
求
の
た
め
の
必
要
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
X
の
主
張

は
、
破
産
宣
告
後
に
後
遺
障
害
状
態
が
生
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

既
に
こ
の
保
険
金
請
求
権
は
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
確
定
作
業

が
破
産
宣
告
後
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
破
産
法
六
条
二
項

に
該
当
す
る
債
権
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
X

の
L
に
対
す
る
訴
え
も
．
当
事
者
適
格
を
欠
く
も
の
と
し
て
却
下
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
．

四
　
次
に
．
三
で
述
べ
た
私
見
に
よ
れ
ば
、
X
の
L
に
対
す
る
訴
え
は
不

適
法
却
下
す
べ
ぎ
も
の
で
あ
り
、
X
の
請
求
の
当
否
ま
で
立
ち
入
っ
て
審

理
判
断
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
限
り
で
、
控
訴
審
は
全
面
的

に
原
審
の
判
断
を
是
認
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
控
訴
棄
却
の
判
決
を
す

れ
ば
よ
く
、
そ
の
判
決
は
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
に
抵
触
す
る
こ
と
は

な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
判
決
が
控
訴
棄
却
の
裁
判
を
な
し
た
こ
と
は
結

果
的
に
是
認
で
き
る
。

五
　
し
か
し
、
本
判
決
の
よ
う
に
本
案
審
理
に
立
ち
入
っ
た
場
合
、
L
が
控

訴
・
付
帯
控
訴
の
い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
場
合
に
、
第
一
審
の
却
下
判
決

を
取
り
消
し
て
請
求
棄
却
の
判
決
を
な
す
こ
と
は
、
不
利
益
変
更
禁
止
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
関
し
通
説
判
例

に
よ
れ
ば
，
こ
の
場
合
は
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
に
反
す
る
と
す
る
と

し
て
．
請
求
の
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
も
、
控
訴
棄
却
を
す
べ
ぎ
で

あ
る
と
す
る
。
ま
た
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
に
反
す
る
と
い
う
点
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

通
説
の
立
場
と
一
致
す
る
が
、
差
戻
判
決
を
す
べ
し
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
解
は
以
下
の
諸
点
に
お
い
て
疑
間
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
請
求
の
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
の
に
控

訴
を
棄
却
し
て
み
て
も
、
第
一
審
の
却
下
判
決
が
確
定
す
る
に
と
ど
ま
り

紛
争
の
実
体
的
解
決
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
。
第
二
に
、
控
訴
裁
判
所
は
訴

訟
要
件
が
具
備
す
る
と
認
め
れ
ば
、
職
権
で
本
案
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
際
、
請
求
認
容
判
決
で
あ
れ
ば
い
い
が
、
請
求
棄
却
は

い
け
な
い
と
い
う
の
は
、
便
宜
的
に
過
ぎ
る
。
第
三
に
は
、
控
訴
棄
却
判

決
に
よ
っ
て
形
式
的
に
は
原
判
決
た
る
訴
訟
判
決
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
実
質
的
に
は
訴
訟
要
件
の
存
在
を
確
認
す
る
中
間
判
決
的
終
局
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（
9
）

判
決
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
第
四
に
、
仮
に
こ
の
場
合
、
原

審
に
差
し
戻
し
て
請
求
棄
却
の
本
案
判
決
を
さ
せ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

訴
訟
経
済
に
反
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
結
局
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
不
利
益
変
更
と
い
う
こ
と
を
単
に

形
式
的
に
捉
え
、
第
一
審
の
却
下
判
決
を
取
り
消
し
て
請
求
棄
却
の
判
決

を
な
す
こ
と
が
即
不
利
益
変
更
禁
止
に
反
す
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
く
、

む
し
ろ
ド
イ
ッ
で
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
を
、

原
判
決
が
認
め
た
「
実
体
上
の
法
的
地
位
』
を
奪
う
こ
と
で
あ
る
と
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
一
般
的
に
、
却
下
判
決
を

取
り
消
し
て
請
求
棄
却
の
判
決
を
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
原
審
で
は
当

事
者
の
実
体
上
の
法
的
地
位
は
未
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
．
上
訴
審
で
の
請
求
棄
却
判
決
に
よ
っ
て
当
事
者
の
法
的
地
位
が
奪

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
．
し
た
が
っ
て
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
に

も
反
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

六
　
た
だ
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
た
と
え
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則

に
反
し
な
い
と
し
て
も
、
原
審
で
は
X
の
」
に
対
す
る
請
求
の
実
体
的
当

否
は
ま
っ
た
く
審
理
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
民
訴
法
三
八
八

条
と
の
関
係
で
、
X
の
審
級
の
利
益
が
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑

問
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
民
訴
法
三
八
八
条
は
当
時
者
に
審
級
の
利
益
を
保
障

し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
審
が
訴
え
を
不
適
法
却
下
し
た
よ
う

な
場
合
に
は
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
審
理
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
．
控
訴
審
に
お
い
て
．
訴
え
そ
の
も
の
は
適
法
と
し
つ
つ
、
直
ち
に

請
求
の
当
否
の
審
理
に
入
る
と
す
れ
ば
、
事
実
審
の
審
級
は
控
訴
審
の
み

と
な
り
、
事
実
審
を
二
級
審
と
す
る
現
行
上
訴
制
度
の
構
造
の
下
で
は
．

事
実
審
理
の
審
理
の
二
審
制
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
こ

　
　
（
12
）

と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
①
実
質
的
に
当
事
者
の
審
級
の
利
益

が
保
障
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
（
た
と
え
ば
、
第
一
審
が
実
体
権
の
存

否
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
た
り
、
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
仮
定
的
に
判
断

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
等
）
、
あ
る
い
は
、
②
審
級
の
利
益
を
否
定
さ
れ

て
も
や
む
を
得
な
い
場
合
（
た
と
え
ぽ
控
訴
審
で
の
実
体
審
理
に
つ
き
当

事
者
が
合
意
し
て
い
る
と
き
）
、
③
そ
も
そ
も
第
一
審
か
ら
証
拠
調
べ
を

す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
（
た
と
え
ば
請
求
に
首
尾
一
貫

性
（
ω
色
瑳
臥
要
舞
）
が
な
く
．
請
求
の
理
由
の
な
い
こ
と
が
外
形
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

目
で
分
か
る
よ
う
な
場
合
）
等
に
あ
っ
て
は
，
民
訴
法
三
八
八
条
の
趣
旨

を
逸
脱
す
る
恐
れ
は
な
く
、
必
ず
し
も
絶
対
的
に
審
級
の
利
益
が
保
護
さ

れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
．
よ
っ
て
本
件

は
、
③
に
当
た
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
判
決
の
立
場
で
も
差
戻

し
の
裁
判
を
す
る
必
要
は
な
く
、
控
訴
審
と
い
え
ど
も
請
求
棄
却
の
判
決

を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
抜
本
的
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
解
す
る
。

　
（
1
）
石
田
満
「
自
動
車
保
険
と
被
害
者
の
救
済
」
自
動
車
保
険
の
諸
問
題
七
頁
、

　
　
吉
川
栄
一
「
保
険
金
請
求
権
の
行
使
時
期
』
石
田
”
海
老
名
編
・
自
動
車
保
険

　
　
の
基
礎
知
識
二
〇
七
頁
。
保
険
業
界
が
そ
の
よ
う
な
代
位
請
求
を
否
定
し
た
の

　
　
は
、
被
害
者
と
直
接
交
渉
す
る
コ
ス
ト
の
増
大
と
保
険
料
の
引
き
上
げ
問
題
へ

　
　
の
波
及
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
き
西
島
「
〈
共
同
研
究
〉

　
　
交
通
事
故
被
害
者
の
保
険
会
社
に
対
す
る
代
位
訴
訟
・
保
険
法
的
検
討
」
判
タ
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二
四
七
号
三
六
頁
．
同
『
判
批
」
判
例
評
論
二
五
〇
号
三
八
頁
参
照
。
な
お
学

説
に
つ
い
て
は
、
吉
川
・
前
掲
一
二
二
頁
以
下
、
藤
田
仁
「
保
険
金
請
求
権
の

発
生
と
そ
の
債
務
の
履
行
期
」
田
辺
翻
石
田
編
・
新
損
害
保
険
双
書
③
自
動
車

保
険
一
七
四
頁
以
下
に
要
領
の
よ
い
紹
介
が
あ
る
。

（
2
）
　
保
険
業
界
が
一
致
し
て
示
し
て
い
る
見
解
で
あ
る
。
保
険
毎
日
新
聞
社
・

自
家
用
自
動
車
総
合
保
険
の
解
説
一
八
二
頁
以
下
、
同
・
新
自
動
車
保
険
約
款

　
の
解
説
＝
一
〇
頁
以
下
、
松
下
浩
三
発
言
「
自
動
車
保
険
約
款
の
改
訂
と
問
題

点
」
ジ
ュ
リ
五
一
二
号
四
七
頁
。

（
3
）
　
東
京
地
判
昭
四
四
・
一
一
・
五
判
タ
ニ
四
〇
号
一
二
九
頁
、
東
京
地
判
昭

一
・
一
二
判
時
五
八
五
号
一
六
頁
、
名
古
屋
地
判
昭
四
五
・
一
・
三
〇

判
時
五
八
五
号
二
七
頁
、
東
京
高
判
昭
五
三
・
一
一
二
二
判
時
九
一
六
号
七

　
八
頁
等
。
な
お
、
最
判
昭
五
四
・
五
・
三
一
判
時
九
三
〇
号
六
六
頁
、
最
判
昭

九
・
二
八
民
集
三
六
巻
八
号
一
六
五
二
頁
、
お
よ
び
本
件
判
決
は
、
「
保

険
事
故
の
発
生
と
同
時
に
被
保
険
者
と
損
害
賠
償
請
求
権
者
と
の
間
の
損
害
賠

償
額
の
確
定
を
停
止
条
件
と
す
る
債
権
と
し
て
発
生
し
．
被
保
険
者
が
負
担
す

　る

損
害
賠
償
額
が
確
定
し
た
と
き
右
条
件
が
成
就
し
て
右
保
険
金
請
求
権
の
内

容
が
確
定
し
、
同
時
に
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
す
る
が
、
こ
こ

　
に
含
め
て
よ
か
ろ
う
。

（
4
）
　
西
島
梅
治
・
責
任
保
険
法
の
研
究
四
二
頁
以
下
、
西
島
「
〈
共
同
研
究
〉

交
通
事
故
被
害
者
の
保
険
会
社
に
対
す
る
代
位
訴
訟
・
保
険
法
的
検
討
」
判
夕

　
二
四
七
号
三
四
頁
。

（
5
）
　
下
森
定
「
〈
共
同
研
究
〉
交
通
事
故
被
害
者
の
保
険
会
社
に
対
す
る
代
位

訴
訟
。
民
法
的
検
討
』
判
タ
ニ
四
七
号
四
一
頁
以
下
、
東
京
高
判
昭
四
七
・

　
八
二
三
判
時
六
九
〇
号
四
九
頁
。

（
6
〉
　
大
森
忠
夫
・
保
険
契
約
の
法
的
構
造
二
九
頁
以
下
、
と
く
に
三
二
頁
以
下
、

倉
沢
康
一
郎
・
保
険
法
通
論
三
一
頁
等
。

（
7
）
兼
子
一
・
条
解
民
訴
上
九
〇
九
頁
、
大
判
昭
一
五
・
八
・
三
民
集
岬
九
巻

　
一
二
八
四
頁
、
東
京
高
判
昭
三
一
・
一
・
二
六
下
民
集
七
巻
一
号
一
一
九
頁
、

最
判
昭
三
五
二
一
丁
二
五
裁
判
集
民
四
〇
号
六
六
九
頁
、
大
阪
高
判
昭
四
〇
・

　
一
一
二
一
九
訟
務
月
報
一
二
巻
三
号
三
八
七
頁
、
高
松
高
判
昭
四
四
・
三
・
七

下
民
集
二
〇
巻
三
・
四
号
一
一
一
頁
．
最
判
昭
四
九
・
九
・
二
判
時
七
五
三
号

　
五
頁
、
札
幌
高
判
昭
五
三
・
一
一
・
一
匠
判
タ
三
七
七
号
九
二
頁
等
を
あ
げ
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
学
説
判
例
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
後
藤
勇
「
訴
え
却
下

　
の
訴
訟
判
決
を
不
当
と
し
た
場
合
の
控
訴
審
の
措
置
』
判
タ
四
二
七
号
二
一
頁

以
下
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

（
8
）
菊
井
維
大
”
村
松
俊
夫
・
民
訴
ロ
六
〇
〇
頁
以
下
、
戒
能
通
孝
「
判
批
』

判
例
民
事
法
昭
一
五
年
度
二
九
七
頁
．
斉
藤
秀
夫
「
判
批
」
民
商
四
九
巻
三
号

　
三
六
八
頁
、
大
判
明
三
三
・
四
・
二
六
民
録
六
輯
一
〇
五
頁
、
最
判
昭
三
七
・

　
二
丁
二
五
民
集
一
六
巻
一
二
号
二
四
六
五
頁
、
最
判
昭
四
六
二
丁
一
八
判

時
六
二
六
号
五
一
頁
等
。

（
9
）
第
二
と
第
三
の
点
に
つ
き
、
兼
子
時
新
堂
”
竹
下
”
松
浦
・
条
解
民
訴

　
〔
松
浦
馨
〕
二
九
五
頁
。

（
1
0
）
斉
藤
秀
夫
編
著
・
注
解
民
訴
㈲
〔
小
室
直
人
〕
一
八
三
頁
以
下
、
飯
塚
重

男
「
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
」
講
座
民
訴
⑦
二
〇
九
頁
以
下
。

（
U
）
雪
葺
畠
①
ン
閑
。
｛
o
り
旨
騨
一
一
。
日
窟
一
蕾
仁
昌
ギ
o
凶
。
ゆ
弩
一
①
筍
N
N
｝
象

“
＄
な
お
ド
イ
ッ
民
訴
法
五
三
七
条
が
、
第
一
審
が
本
案
に
つ
き
弁
論
ま
た

　
は
裁
判
を
し
て
い
な
く
と
も
、
控
訴
審
が
必
要
と
認
め
れ
ば
、
弁
論
お
よ
び
裁

判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
か
よ
う
な
場
合

　
は
不
利
益
変
更
禁
止
に
反
し
な
い
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、

切
。
器
旨
①
贔
－
o
o
魯
箋
ゆ
ダ
N
ぞ
帥
一
胃
。
器
昏
①
。
ヌ
唇
＞
ロ
炉
ω
。
§
旧
o
o
⇔
Φ
亨

』
8
器
－
O
鐸
葛
ξ
、
N
り
0
8
。
卜
島
贔
㎝
8
閑
段
7
9

（
12
）
菊
井
”
村
松
n
六
〇
八
頁
、
兼
子
外
・
条
解
民
訴
〔
松
浦
〕
一
一
九
四
頁
等
。

（
蔦
）
　
後
藤
・
前
掲
三
〇
頁
～
三
四
頁
に
も
、
民
訴
法
三
八
八
条
に
よ
る
差
戻
し

を
不
要
と
す
る
場
合
が
詳
し
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
　
　
三
上
　
威
彦
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